
　「大変な時代になったなあ…」。前号で取り上げた「積極

パパ」や「模索パパ」のように、子育てに積極的な男性が増

える一方で、その状況を複雑な気持ちで眺めている男性も

いるでしょう。今号では、そんな、必ずしも子育てに積極的で

ない3つの父親タイプについて取り上げます。

　まずは、「仕事一直線パパ」。とにかく仕事第一！ というタ

イプです。子育て期にあたる30歳代男性の平均週間就業

時間はすべての年代のなかでもっとも長く、週60時間以上

働く人も2割以上を占めています。「この時期のがんばりで、

将来のキャリアの充実度が決まる」という意識も強く、仕事

に意識が向きがちになるのは無理もないことでしょう。 でも、

時間やエネルギーの一部を子育てに割くことは、仕事にとっ

てマイナスの面ばかりなのでしょうか？ 「仕事一直線パパ」

や、その上司の方に提案したいのは、仕事の能力やキャリア

についてより長い時間軸で考える、ということです。共育て

パパの先輩たちの多くが、「子育てを通して視野が広がっ

た」と言います。子どもと一緒に、これまでに訪れたことのな

いような場所を訪れたり、普段接することのない人と接した

り。その経験は、明日の仕事に直接つながらなくても、新たな

発想や、豊かなネットワークを生む源泉となるはずです。時

間の使い方や不測の事態への対応能力、効果的な褒め

方･叱り方や目標設定の仕方など、組織のなかで部下を育

て、マネジメントに携わっていくうえでも、育児の経験が活き

ることは多いでしょう。ぜひこの機会に、「ワーク」と「ライフ」

の相乗効果が得られるようなバランスを考えてみてくださ

い。

　続いて、「クラシックパパ」。「夫は外で働き、妻は家庭を守

るのが仕事だ」と考えるタイプです。両親の姿をモデルにし

ている人もいるでしょう。職場の上司や先輩にも、「クラシッ

クパパ」が多いかもしれません。ただ、上の世代と比べて、家

庭を取り巻くさまざまな要因が変わってきていることには注

意が必要です。雇用の安定性がゆらぎ、夫ひとりの収入に

頼るリスクが高まってきていること。都市化や核家族化を背

景に、母親の孤立が問題と

なっていること。「熟年離婚」の

増加や、親子間のコミュニケー

ション不全の問題などもあげら

れます。これらの変化を背景

に、夫や父親に求められる役割

も変化しつつあります。

　それから、より強調したいの

は、夫婦で役割を固定せず、共

有することの幸せを味わってほ

しい、ということです。第２子の

誕生をきっかけに子育てに携

わることになったというある男

性は、「これまで、妻はこんなに

楽しいことを独り占めしていたのか！」と、それまでの低関与

を後悔した、と言います。と同時に子育てのたいへんさも実

感し、妻の立場や気持ちをより深く理解できた、とも。夫婦間

の役割分担は、必ずしも0：100や50:50である必要はないで

すし、状況に応じて柔軟に変化させていけばよいと思いま

す。ぜひ、それぞれの家庭のベストバランスを探ってみてく

ださい。

　最後に、「受け身パパ」。男性が子育てをするための環境

はまだ整っていないから、もう少し様子を見よう、というタイプ

です。これまでにご紹介してきたように、共育てパパを取り巻

く環境はすでに大きく変わりつつあります。共育てを後押しす

る制度の整備や企業独自の取り組みが進み、男性トイレへ

のベビーベッドの設置など、社会インフラの面でも、環境整

備が進められています。ぜひ、子どもと一緒に出かける機会

をつくって、この変化を肌で感じてみてください。

　「仕事一直線パパ」に関する部分で、子育ての豊かな経

験が長い目で見れば仕事にプラスをもたらすことを述べまし

た。「受け身パパ」を部下に持つ方は、「本人が積極的に希

望しないなら、そのままでいいではないか」と考えるのではな

く、ぜひ自らイニシアティブを発揮して、職場全体のワーク・

ライフ・バランスを推進していただけたらと思います。「ワー

ク」も「ライフ」もいきいきと楽しめる人が、会社の、社会の未

来を明るくするのです。　　　　　　　　（わしお・あづさ）
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